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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、主として、幼稚園児・小学校児童・中学校生徒の音楽的リテラシーの実態調査、

現在及び過去に行われた音楽的能力育成を目指した音楽教育指導法の分析と音楽的能力調査方

法の分析を行った。その結果、音楽的リテラシーの発達の諸相、音楽的リテラシー育成のため

の必要条件等が明らかとなった。それらをもとに、音楽的リテラシーの育成を目指した小中連

携の音楽科カリキュラムの試案作成を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, an investigation on the actual conditions how much musical literacy 

children/students in preschool, elementary and junior high school have acquired was 

conducted; besides analyses of instruction methods in music education and investigative 

methods for musical ability were conducted. 

 As a consequence of the investigation and the analyses, it was revealed that the 

development of musical literacy has various aspects, and what the necessary conditions 

for fostering musical ability are. 

 On the basis of these findings, we designed a tentative music curriculum aimed at 
fostering musical ability in collaboration between elementary and junior high school. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究者たちは過去に、幼稚園、小学校、

中学校において、様々な音楽的能力調査を行
ってきた。音楽活動の量と質に差のある２つ
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の園の子ども達の音楽的能力を調査し比較
した結果、園における音楽活動の量的・質的
な差が子どもたちの音楽的能力差に影響を
与えていることが明らかになった。また、中
学校入学直後の生徒を対象として、小学校学
習指導要領「音楽」に内容として規定されて
いる楽典的知識に関するテストと視唱能力
の調査を行った結果、学校外で音楽の習い事
をしていない生徒の、小学校学習指導要領の
内容の到達度は低く、また視唱能力も非常に
低いことがわかった。すなわち、小学校では
小学校学習指導要領の内容を確実に習得で
きるような音楽科授業が行われていないの
ではないかということが示唆された。これら
のことから、就学前教育における音楽活動の
あり方の見直しと、小学校音楽科カリキュラ
ムの見直し、及び小中連携の必要性が明らか
となった。 
 小中連携の試みは各地で行われている。児
童と生徒の人的交流、教師の相互訪問や出張
授業等にとどまらず、小中一貫カリキュラム
作成の試み等も見られる。しかし実際には、
小学校の教師の専門性の問題、教科書の使用
を前提とするカリキュラム作成等、課題が多
い。音楽科の教科書は、学習内容や音楽的能
力の系統的育成を目指して構成されている
わけではなく、題材や教材を中心に構成され
ているため、教科書に即した小中一貫カリキ
ュラムの作成は難しいのである。以上のこと
から、就学前教育から中学校にかけて系統的
に育成すべきものは学習内容や音楽活動で
はなく、音楽活動の基礎となるものでなけれ
ばならないことがわかった。 
 そこで本研究では、保幼小中連携の柱とし
て音楽的リテラシーに着目することとした。
音楽におけるリテラシーは、単に楽譜を読む
力や楽譜を書く力を指すのではない。音高弁
別力、音高再生力、聴唱力、視唱力を総合す
るものである。すなわち、聴いた音の高さを
弁別し、同じ高さで正確に再生できる力、あ
るいは楽譜を見て何の音か認知し、さらにそ
れを正しい高さで再生できる力等を指す。こ
の音楽的リテラシーはすべての音楽活動に
必要なものであり、感性豊かな表現の基礎と
なるものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、音楽的リテラシーの育成を目指
した、保幼小中連携の音楽カリキュラムを開
発するための基礎的研究を行うことを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は大きく３つに分けられる。第
１は、幼稚園児・小学校児童・中学校生徒の
音楽的リテラシーの実態調査である。 
 第２は、現在及び過去の優れた音楽指導法

と、音楽的能力調査方法に関する研究である。 
 第３は、音楽的リテラシーの育成を目指し
た小中連携の音楽科カリキュラムの試案作
成と、音楽的リテラシー育成のための音楽指
導法の提案である。 
 
４．研究成果 
(1)音楽的リテラシーの実態調査 
 幼稚園児を対象として行った歌声に関す
る調査では、幼児が一斉歌唱活動を行う際に、
伴奏の有無、およびイヤホンで自分の声をモ
ニターしながら歌うか否か、という異なる条
件下で幼児個々の歌声がどのように変化す
るのかを明らかにすることを目的とした。そ
の結果、①正確な音高での歌唱は、イヤホン
で自分の声をモニターすること、及び伴奏に
よる音高の補助があることの２つの要素に
よって導かれること、②正確な音高での歌唱
に密接に関わるのは、年少では自分の声をモ
ニターする要素であり、年中及び年長では伴
奏の要素であること、③G4以上の高い音域よ
りも G4 未満の低い音域の方が正確な音高で
歌唱できること、④どなり声の生起は一斉歌
唱時に自分の声が聞こえにくい状況におい
てその生起率は高くなるが、年長になると伴
奏の有無やイヤホンの有無といった条件へ
の依存度が低くなり、どのような条件下でも
比較的一定して歌声に近くなること、が明ら
かとなった。 
上記と同様の調査を小学校児童を対象と

して行った結果、①イヤホンで自分の声をモ
ニターしながら歌唱することによって音高
がより正確になること、②イヤホンで自分の
声をモニターしながら歌唱する際、低学年で
は伴奏有りの条件の方が音高が正確になる
が、高学年では伴奏無しの条件の方が音高が
正確になること、③「もっと大きく元気に歌
って」という教師の教示は、低学年ではどな
り声と不正確な音高の歌唱につながること、
が明らかとなった。 
 小学校児童を対象として行ったサイレン
ト・シンギングの調査では、児童がどの程度
の内的聴覚力を保持しているか、その発達状
態を明らかにすることを目的とした。その結
果、学年をおってほぼ着実に得点が上がるこ
とがわかった。しかし、音楽の習い事経験の
有無別に比較したところ、得点が上がってい
たのは経験有群のみであり、経験無群の得点
はほぼ横ばい状態であることが明らかとな
った。 
 小学校児童を対象として行った階名聴唱
課題における階名の認知力と音高の再生力
に関する調査では、児童の聴唱力の発達の諸
相を明らかにすることを目的とした。その結
果、開始音にドが位置する課題と、順次進行
する課題では、階名を認知しやすく、また再
生しやすいことがわかった。 



 

 

 中学校音楽科授業を対象として行った研
究では、対照的な３つの授業を取り上げ、「わ
かる」（認知）、「できる」（スキル）、「かんじ
る」（情意）がどのように関連し合っている
のかを明らかにした。これによって、中学
校・高等学校音楽科の学力を確かなものとす
る教育プログラム開発への示唆が得られた。 
 中学生の批評能力及び鑑賞能力に着目し
た研究では、表現や鑑賞の授業において、聴
取した音楽表現や楽曲に対してどのような
言葉で評価するのかを明らかにすることを
目的とした。その結果、豊富で質の良い音楽
的経験によって生徒の批評能力が向上する
ことがわかった。また、鑑賞ポイントをしっ
かり把握させることによって生徒の鑑賞能
力が向上することがわかったが、同時に鋭い
聴取力を育成することの必要性も明らかに
なった。 
 中学校１年生を対象として行った聴取力
を中心とした音楽科学力調査では、小学校修
了程度の内容がどの程度獲得されているの
かを明らかにすることを目的とした。その結
果、拍子を聴き分ける力、速度を聴き分ける
力、聴取した音と楽譜を照合する力はかなり
育っていることがわかった。それらに比べて、
長調・短調を聴き分ける力は、やや成績が低
かった。また、楽器の音色を聴き分ける力は、
楽器によって正答率にかなり差があること
がわかった。 
 中学校１年生を対象として行った音楽を
感受する能力調査では、音楽的内容の異なる
楽曲を聴いて、生徒がどのような印象を感受
するのか、またそれには音楽的経験の有無が
どう影響するのかを明らかにすることを目
的とした。その結果、被験者が 14 の評価語
を含む単極評価法を用いて、大きな矛盾なく
音楽の印象を評価していることがわかった。
また音楽経験有無別に印象評価を比較した
結果、音楽経験有群の方が音楽経験無群より
も比較的明確に印象を評価する傾向にある
こともわかった。 
 以上の研究から、音楽的リテラシー発達の
諸相の一端、及び育成カリキュラムの要件が
明らかとなった。 
 
(2)現在及び過去の優れた音楽指導法と音楽
的能力調査方法に関する研究 
1) ハンガリーにおけるコダーイ・コンセプ
トに基づいた音楽指導法に関する研究 
 ハンガリーから連携研究者である Pajor 
Márta 女史を招聘し、コダーイ・コンセプト
に基づいた音楽教育の理念と指導法の講演
会と、ワークショップを開催した。これによ
って、音楽的リテラシーを育成するための音
楽指導法について示唆が得られた。 
2) 「二本立て方式による音楽教育」に関す
る研究 

 戦後の優れた音楽教育の１つである「二本
立て方式による音楽教育」に関する研究では、
北海道音楽教育の会の二本立て方式による
音楽教育に着目した。二本立て方式とは、豊
富で多様な音楽経験をさせる A活動と、音楽
的能力を系統的に育てる B活動を 1つの授業
内で並行して行うものである。1960 年代から
1970 年代にかけて、全国的に二本立て方式が
衰退していく際に、北海道音楽教育の会の二
本立て方式はさまざまな批判をあびること
となった。彼らはそれらの批判を克服するた
めに、コダーイ・システムの指導法を取り入
れ、多彩な遊びの要素を B活動に取り入れる
ことによって、訓練の様相を打破し、基礎を
体得させる指導法に改善していった。 
3) 「ふしづくり一本道」に関する研究 
 戦後の優れた音楽カリキュラムである「ふ
しづくり一本道」に関する研究では、昭和 40
年に岐阜県で作成された『小学校 音楽学習
指導の手引き（音楽感覚段階別能力表）』を
手掛かりに、ふしづくりの音楽教育の萌芽期
における特徴を明らかにすることを目的と
した。本冊子には、６段階の「小学校音楽感
覚段階別能力表」と 15 段階の「創作の指導
段階（創作指導の一本道）」が記載されてい
る。前者では、音楽的感覚に関わる音楽の諸
要素がすべて項目に挙げられ、特にメロディ、
リズム、ハーモニーは、段階をおって系統的
に育成される内容となっていた。第 6段階で
創作の活動に入るのは、メロディの項目のな
かの聴音記譜と問答唱奏におけるふしづく
りと、ハーモニーの項目のなかの和音感にお
ける和音づけのみであり、創作指導に力を入
れているとは言いがたい。指導法の特徴は、
常に活動を主体として主体的に音楽と関わ
らせること、身体反応を伴わせること、記号
や線や〇や擬音などを用いて指導法をさま
ざまに工夫すること等であった。一方、後者
の「創作の指導段階（創作指導の一本道）」
は、後の「ふしづくり一本道」の原型である
と考えられるが、「ふしづくり一本道」のカ
リキュラムと比較すると、ふしづくりとして
の計画性は低く、どちらかといえば、子ども
の音楽的感覚や音楽的能力を育成するため
のカリキュラムという性質が強かったと考
えられる。 
4) 音楽科学力調査に関する研究 
 小学校を対象として全国規模で行われた
昭和 33年度と昭和 41年度の音楽科学力調査
と、平成 20 年度に小学校と中学校のそれぞ
れ 3,000人ずつを対象として行われた特定の
課題に関する調査（音楽）を比較・検討した。
その結果、昭和 33 年度と昭和 41 年度の調査
では、音楽的感覚、聴取力、及び読譜力・記
譜力等が音楽科の学力として求められてい
たことがわかった。しかし、平成 20 年度の
調査では、それらが非常に希薄になっている



 

 

ことが明らかとなった。求められているのは、
音楽の要素や楽曲の構成を手掛かりとした、
曲想の工夫や、よさや美しさを味わって聴く
力であった。 
 岐阜県小学校音楽科における音楽能力調
査に関する研究では、昭和 40 年代に作成さ
れた「小学校音楽感覚段階別能力表」及び音
楽感覚テストと、平成元年度に作成された
「基礎能力表」及び実音テストの内容から、
岐阜県教育委員会や岐阜県小学校音楽部会
がどのような音楽的能力を求めていたのか
を明らかにした。その結果、岐阜県で求めら
れていた音楽的能力は、主として聴取力と音
楽的感覚であったことがわかった。 
 以上の 1)～4)の研究から、音楽的リテラシ
ーの中心となるものは、音楽的感覚と聴取力
と内的聴覚と音楽的記憶であることが明ら
かとなった。それらを育成するためには、通
常の音楽科授業で行う表現や鑑賞の活動と
は独立した音楽的リテラシー育成のための
系統的なプログラムが必要であることがわ
かった。すなわち、二本立て方式である。二
本立て方式の B活動では、訓練的な要素を排
除するために、多彩な音楽活動を通して、身
体反応や比喩的表現を用い、遊びの要素を有
する指導法が効果的であることがわかった。 
 
(3) 音楽的リテラシーの育成を目指した小
中連携の音楽科カリキュラムの試案作成と、
音楽的リテラシー育成のための音楽指導法
の提案 

(1)～(2)の研究成果をもとに、音楽的感覚
育成のための指導法、音楽的記憶を高めるた
めの指導法、内的聴覚育成のための指導法、
聴取力育成のための指導法等を考案した。さ
らに、音楽的リテラシーの育成を目指した小
中連携の音楽科カリキュラムの試案を作成
した。関心・意欲・態度、できる（技能）、
かんじる（感受）、わかる（知覚、知識）、価
値づける、の項目別に小学校１年生から中学
校３先生までの９段階において、達成すべき
内容やねらいを明示した。小学校段階では主
として音楽の諸要素の知覚（音楽的感覚の育
成）をめざし、中学校段階ではそれらの能力
を駆使して、要素同士のさまざまな関係を学
習する内容となっている。 
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